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長
浜
町
議
会
第
三
回
臨
時
会
が
、
五
月
三
十
一
日

に
関
か
れ
、
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
上
げ
案
件
な

ど
七
議
案
を
原
案
通
り
可
決
。
ま
た
、
陳
情
文
書
な

ど
四
報
告
案
件
を
受
理
採
択
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
こ
と
、
受
理
採
択
さ
れ
た
こ
と
の
う

ち
、
お
も
な
も
の
は
次
の
通
り
。

2 

被
保
険
者
一
人
当
り
の
軽
減
加
算
額
十

六
万
円
を
、
十
六
万
五
千
円
に
ー
な
ど
、

改
め
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
を
含

め
て
、
今
回
の
改
正
に
と
も
な
う
国
保

税
の
引
き
上
げ
率
は
、
一
一
・
七
%
に

な
り
ま
す
。

引
き
上
げ
の
理
由
は
、
国
保
加
入
者

の
医
療
費
が
さ
ら
に
増
大
し
、
五
十
四

年
度
は
自
然
増
だ
け
で
一

0
・
九
%
が

見
込
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
の
税
で
は
、
ま

か
な
え
き
れ
な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

町議会第3
囲臨時金

炎天下の戸外から、冷房のよく効い

た室内に入ったときの心地よさは何と

もいえないものですね。でも、室内の

温度は外気より摂氏 5度程度低いのが

健康上よく、暑いからといって温度を

下げすぎ、るのは体にもよくないし、電力

も余計に使うことになります。冷房の

適温は、摂氏26度以上が一つの目安で

す。

ところで、長浜町役場の冷房設備は

この夏も「扇風機」が唯一。来庁の皆

さんに、クーラ←冷房のあの心地よさ

はサービスできませんが、ご了承くださ

い。職員のノーネクタイにもご理解を。

関保説dG，:11e7%引き上げ
場慈悲議医事:]翼民教争議む

国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

五
十
四
年
度
分
か

ら
①
保
険
税
の
最

高
限
度
額
十
九
万
円
を
、
二
十
二
万
円

に
②
被
保
険
者
均
等
割
額
一
人
当
り
九

千
円
を
、
一
万
円
に
③
世
帯
別
平
等
割

額
一
万
五
千
円
を
、
一
万
六
千
円
に
④

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
処
置
と
し
て
、

しおり

商
工
開
発
課
を

町
の
基
本
構
想
の
見
直

し
、
基
本
計
画
の
策
定

な
ど
、
関
連
す
る
一
連

の
事
務
を
統
括
し
て
行

っ
て
ゆ
く
う
え
で
は
、
地
域
振
興
に
ふ

さ
わ
し
い
課
名
に
す
る
方
が
、
分
か
り

ゃ
す
い
た
め
。

に
変
更

と
、
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

財
調
基
金
に
六
千
万
円

日
年
度
一
般
会
計
補
正

昭
和
五
十
三
年
度
一
般
会
計
予
算
に
、

今
回
六
千
三
百
五
十
二
万
九
千
円
が
補

正
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
は
専
決
処
分
し
た
一
も
の

で
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
交
付
金
、
地

方
債
の
最
終
配
分
が
確
定
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

お
も
な
使
い
み
ち
は
、
財
政
調
整
基

金
積
立
金
に
六
千
万
円
な
ど
。

農
協
長
か
ら
の
陳

情
書
を
受
理
採
択

長
浜
町
青
果
農
業
協
同
組
合
組
合
長

理
事
二
宮
重
憲
氏
か
ら
、
町
議
会
議
員

各
位
あ
て
に
提
出
さ
れ
て
い
た
「
柑
き

つ
類
予
措
追
熟
施
設
の
設
置
助
成
に
つ

い
て
」
の
陳
情
文
書
は
、
受
理
採
択
さ

れ
、
た
だ
ち
に
町
理
事
者
に
送
付
し
て
、

そ
の
主
旨
に
沿
う
よ
う
、
善
処
を
求
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
役
場
の
商
工
開
発
課

を
、
六
月
一
日
か
ら
「
振

興
課
L

に
変
更
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

変
更
の
理
由
は
、
こ
の

課
で
は
商
工
振
興
、
新
港

湾
建
設
促
進
、
国
道
用
地

買
収
交
渉
な
ど
の
事
務
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

会園田園田

出
海
漁
港
災
害
復

旧

は

斉

藤

建

設

五
十
四
年
度
に
行
う
出
海
漁
港
防
波

堤
災
害
復
旧
工
事
を
、
三
千
三
百
三
十

万
円
で
、
櫛
生
の
斉
藤
建
設
株
式
会
社

盟国議

11 

11 
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役

場

長
浜
町
役
場
で
は
、
行
政
事
務
の

運
営
を
よ
り
円
滑
に
す
る
た
め
、
こ
の

六
月
一
白
か
ら
、
次
の
通
り
機
構
を
一

寝屋橿園田盟臨
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関T政の動き

副
団
長
に

久

保

光
氏

長
浜
町
消
防
団
長
に
、

今
坊
の
津
田
中
川
士
氏
(
五

の

O
)
、
副
同
長
に
は

ぎ
長
沖
浦
の
久
保
一
光
氏

継

団
き
田
引

津
と
す
長
わ
団
交

前

を

宮

手
二
握

(五

O
)
が
決
ま
り
、
五
月
三
十
一
日
付

け
で
就
任
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
二
宮
義
徳
氏
が
長
浜
町
教

育
長
に
就
任
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

五
月
三
十
一
日
付
け

で
団
長
を
辞
任
し
た

た
め
、
新
し
い
人
選

を
行
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

団
長
は
、
町
長
が

久保一光副団長

部
改
め
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

マ
商
工
開
発
課
を
振
興
課
に
改
め
る
と

と
も
に
商
工
係
、
企
画
係
、
調
整
係

を
わ
き
ま
し
た
。

マ
総
務
課
の
公
車
管
理
係
を
庶
務
消
防

係
に
統
合
し
た
ほ
か
、
広
報
係
と
有

線
係
を
統
合
し
て
広
報
有
線
係
に
改

め
ま
し
た
c

マ
住
民
課
の
施
設
係
を
福
祉
施
設
係
に

改
め
ま
し
た
。

マ
農
林
水
産
課
の
農
政
係
を
農
業
係
に
、

計
画
係
を
農
林
施
設
係
に
、
そ
れ
ぞ

れ
改
め
た
ほ
か
、
土
地
改
良
係
を
廃

止
し
ま
し
た
。

マ
建
設
課
の
庶
務
係
を
管
理
係
に
統
合

し
ま
し
た
。

00① 00 
サイレンを聞いたら
道をゆずろう

00①00 

火
事
と
い
え
ば
消

防
車
、
急
病
人
と
い

え
ば
救
急
車
、
事
件

発
生
の
と
き
は
パ
ト

カ
ー
:
・
:
・
い
ざ
と
い

う
と
き
、
も
っ
と
も

頼
り
に
な
る
の
が
、

こ
れ
ら
の
い
わ
ゆ
る

刀
緊
急
自
動
車
μ

で

す。
一
分
一
秒
を
争
っ

て
目
的
地
に
か
け
つ

け
、
火
を
消
し
、

人
命
を
救
い
、
事

件
を
解
決
す
る
、

そ
れ
が
緊
急
自
動

車
で
す
。
こ
れ
ら
緊
急
自

動
車
の
サ
イ
レ
ン

を
聞
い
た
ら
、
す

ぐ
に
道
を
ゆ
ず
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ

切っノ。
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マ
食
後
す
ぐ
泳
ぐ
の
は
体
に
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
、
二

時
間
く
ら
い
た
っ
て
か
ら
泳
い
で

く
だ
さ
い
。

マ
女
の
子
の
場
合
、
水
着
は
、
で

き
れ
ば
競
泳
用
の
も
の
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
ヒ
ラ
ヒ
ラ
の
つ
い
た

水
着
は
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
ひ
っ

甲
小
学
生
の
場
合
、
一
回
の
泳
ぐ
時
間

は
十
五

1
二
十
分
間
が
限
度
。
く
ち
び

る
が
ま
っ
青
に
な
る
ま
で
泳
い
で
い
る

子
が
い
ま
す
が
、
要
注
意
。

士松私ニム 』

注聖霊む'"";弘、合芸
意 可主主か

主 皇
し護 喝叩→ のに
よ者ら ると Eこ
うの守ちかここり
。方るをわとろ EJ
はた水いもハ重
次めのいあラ竺
のに事子りハ J
点、故供まラ¥
に保かたすす実

か
け
た
り
す
る
の
で
危
険
で
す
。

V
泳
ぐ
前
に
シ
ャ
ワ
ー
を
頭
か
ら
た
っ

ぷ
り
あ
び
、
冷
た
い
水
に
皮
膚
を
な
ら

し
て
く
だ
さ
い
。

γ準
備
運
動
に
は
、
少
な
く
て
も
五
分

は
か
け
て
、
手
足
の
筋
肉
や
関
節
を
柔

ら
か
く
し
て
か
ら
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
。

V
同
じ
プ
l
ル
の
中
で
も
、
場
所
に
よ

っ
て
深
さ
の
違
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

11111111111111111111111111111111111付11日111111111111111111111川川111川川川111111111111111111111111111111111111111川11111川l'日111111111111川川111111111111111111111111111川111川111111111111111111111111111111111111111111川川11111111111111111111川川川川111日111111川11111111川11111111川1111川川11111111111111111111川11111111出

理櫛理理今理 理長理会事白喫大喫会特
生事坊事 浜事務滝重和長 lJ<

支お支おクククククク 支お 支 1五、支ぁ 職 f二i
部よ部よ 昔日よ局部ょ部よ£ぽ|
事長び事長び 事長び計長長び長び長官 i引j 区長会役員会 E 

EJ i会長 事務局長 三

五明関氏、城戸輔氏は再選i
副会長には泉田氏、清水氏を新任 三

明
関氏

名

(

区

)

定
市
(
幻
)

幸
雄
(
何
)

泉
田

有
強
(
問
)

城
戸
岡
政
雄
(
幻
)

丸
山
米
三
郎
(
お
)

頼
永
啓
文
(
お
)

吉

岡

重

則

(
8
)

菊

地

進

(

却

)

石
住
卯
市
(
お
)

徳
本
岩
蔵
(
お
)

岡

成

美

(

斜

)

鎌
田
次
郎
吉
(
日
)

世
ノ
下
弘
俊
(
町
)

忠
士
(
臼
)

孝
博
(
印
)

忠
憲
(
乃
)

正
(
刀
)

j青
水

津
田

城

戸

有
友
山
本

昭
和
五
十
四
年
度
と
五
十
五
年
度

の
任
期
二
年
間
を
担
当
す
る
町
内
の

各
区
長
が
出
そ
ろ
っ
た
長
浜
町
区
長

会
で
は
、
さ
る
五
月
二
日
に
本
部
役

員
会
(
支
部
選
出
の
理
事
で
構
成
)

を
聞
い
て
会
長
、
副
会
長
な
ど
五
役

の
選
出
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
会
長
に
は
明
関
定
市

氏
(
二
十
一
区
長
)
を
再
選
。
副
会

長
に
は
新
し
く
泉
田
幸
雄
氏
(
九
十

町
で
は
、
地
区

の
み
な
さ
ん
か
ら

新
し
く
選
出
さ
れ

た
各
区
長
さ
ん
に

五
月
十
七
臼
、
町

体
育
館
に
集
っ
て

項
い
て
、
五
十
四

年
度
区
長
会
を
聞

き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
区
長
委
嘱
状

を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
二
宮
町
長

の
あ
い
さ
つ
、
各
課
長
の
紹
介
を
行

っ
て
、
い
わ
ゆ
る

w

顔
合
わ
せ
H

を

し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
区
長
会
か

一
言
二
リ
で

一
七
一
サ
融

一
区
一
ツ
役

一

一

戸

月

ト
h
e
η
'
e

望一的
手
h
m

回

六
区
長
)
と
清
水
有
強
氏
(
百
二
十

五
区
長
)
を
選
任
。
ま
た
、
事
務
局

長
に
は
城
戸
岡
政
雄
氏
(
二
十
七
区

長
)
、
会
計
に
は
丸
山
米
三
郎
氏
(
=
一

十
三
区
長
)
を
再
選
。
監
事
に
は
新

し
く
本
国
道
夫
氏
(
八
十
九
区
長
)

と
池
田
久
利
氏
(
六
十
一
区
長
)
を

選
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、

区
長
会
の
新
し
い
役
員
は
上
記
の
通

り
と
な
り
ま
し
た
。

切
ら
町
に
対
す
る
要
望
事
項
の
発

投
表
、
区
長
会
各
支
部
か
ら
要
望

区
文
書
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

長
そ
れ
に
よ
る
と
、
区
長
会
の

胎
要
望
は
①
国
道
三
七
八
号
線
の

明
早
期
整
備
促
進
に
つ
い
て
②
新

村
長
浜
港
湾
整
備
促
進
に
つ
い
て

表
③
肱
川
流
域
の
清
掃
美
化
に
つ

引
い
て
|
の
三
件
。
各
支
部
要
望

頃
は
長
浜
十
七
件
、
今
坊
十
四
件
、

車
櫛
生
五
件
、
出
海
八
件
、
大
和

哩
九
件
、
豊
茂
十
七
件
、
白
滝
十

釦
七
件
の
、
合
わ
せ
て
八
十
七
件

長
で
し
た
。

こ
の
要
望
に
対
す
る
町
の
回

答
は
、
七
月
に
開
く
予
定
の
役
員
会

の
際
、
文
書
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

Z
E

と

一
総
一
な
る

一
郎
一
止
め

一
区
一
防
決

故

標
事

目

通
1
4

交

区
長
会
の
昭
和

五
十
四
年
度
総
会

は
五
月
十
七
日
、

町
体
育
館
で
区
長

会
終
了
後
引
き
続

い
て
開
か
れ
、
五

十
三
年
度
の
決
算
、

今
年
度
の
予
算
や

努
力
目
標
な
ど
を

原
案
通
り
承
認
し



マ
海
水
浴
の
前
日
は
、
子
供
た
ち
は
興

奮
し
て
な
か
な
か
眠
ら
な
い
も
の
で
す
。

睡
眠
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け

ク

γ
て
く

ピ

可

ハ

、

芝

さ

wv
日
帰
り
で
海
水
浴
に
出
か
け
る
場
合

な
ど
、
朝
が
早
い
と
、
朝
食
も
食
べ
ず

-5-

寸
j
夏
に
か
ぎ
ら
ず
、
人
聞
が
健
康

で
あ
る
た
め
に
は
運
動
、
休
養
、

栄
養
の
三
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
夏
パ
テ
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
こ
の
三
つ
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
第
一
で
す
。

運
動
の
適
切
な
量
と
種
類

を
各
人
が
自
分
で
決
め
る
の

は
、
ち
ょ
っ
と
む
ず
か
し
い
の

で
す
が
、
一
つ
の
目
安
は
、
慣

れ
て
い
る
も
の
を
白
分
の
力

の
七
割
程
度
使
っ
て
行
な
う

の
が
良
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
息
を
止

め
て
一
時
に
集

中
的
に
力
を
出

し
て
し
ま
う
運

動
で
な
く
、
持

プ
ー
ル
の
水
深
を
調
ペ
、
胸
あ
た
り
の

深
さ
で
泳
ぐ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
水
泳
中
に
手
足
の
け
い
れ
ん
を
起
こ

し
た
場
合
、
子
供
を
水
か
ら
引
き
上
げ
、

ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
マ
ッ
サ
ー
ジ

し
て
く
だ
さ
い
。

に
出
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
体

に
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
早
自
に
起
き
て
、

朝
食
を
キ
チ
ン
と
食
べ
て
か
ら
出
か
け

ま
し
ょ
う
。

V
最
初
は
、
い
き
な
り
飛
び
込
ん
だ
り

し
な
い
で
、
脚
、
子
、
体
と
徐
々
に
水

ー
見
級
協
阪
議
に
入
り
ま

恥
!
ー
持
本
NJJ
し
よ
う
。

q-)
石

市

梁

し

さ

1

・、一、J
司

ρ

ー
一
一
貯
の
あ
ま
り
、

零
時
間
を
忘

続
酌
に
呼
吸
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が

ら
行
え
る
も
の
が
良
い
の
で
す
c

(

た
と

え
ば
、
短
距
離
走
よ
り
も
長
距
離
走
が

良
い
)
。
一
日
の
う
ち
で
涼
し
い
こ
ろ
を

見
は
か
ら
っ
て
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

休
養
の
代
表
は
睡
眠
で
、
大
人
が
一

日
八
時
間
を
確
保
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

運
動
・

養
@
栄
養
で

夏
パ
テ
を
防
ご
う

さ
ら
に
熟
睡
す
る
た
め
に
は
、
言
い
古

さ
れ
た
こ
と
で
す
が
、
夜
ふ
か
し
を
し

な
い
ご
と
で
す
。
夜
に
な
る
と
、
昼
間

活
動
し
て
い
た
体
の
器
容
が
休
ん
で
、

自
然
の
リ
ズ
ム
は
睡
眠
型
に
な
り
ま
す
。

ホ
ル
モ
ン
も
、
体
を
休
ま
せ
る
よ
う
に

働
き
ま
す
。
そ
れ
に
逆
ら
っ
て
起
き
て

理
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事

名〉

れ
て
泳
ぎ
に
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
が
、
十
五

1
二
十
分
を
メ
ド
に

動
く
と
い
う
ご
と
は
、
体
に
対
し

て
二
重
の
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
と
い
え
ま
す
。

栄
養
は
、
基
本
的
に
パ
ラ
シ
ス

が
と
れ
て
お
れ
ば
、
特
別
な
も
の
を

食
べ
た
り
ひ
か
え
た
り
す
る
必
要

は
な
い
と
い
え
ま
す
。
同
じ
よ
う

な
働
き
を
す
る
食
品
に
昨
寄

ら
ず
、
一
つ
で
も
多
く
の
種
類
」

を
食
べ
ま
し
ょ
う
。
不
足
が
岬

ち
な
食
品
の
な
い
よ
う
に
、
腕

と
く
に
肉
、
魚
、
卵
、
牛
乳
な
ど

U

の
動
物
性
食
品
や
ピ
ー
マ
ン
、
川

人
参
、
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
色
の
濃
い
野
川

菜
を
つ
と
め
て
と
り
ま
し
ょ
う
。
は

そ
し
て
毎
日
欠
か
さ
ず
、
油
を
便
つ
川

た
料
理
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
著
川

い
日
に
冷
た
い
飲
物
を
と
り
す
ぎ
れ

な
い
よ
う
に
、
腹
八
分
を
守
り
つ
吋

っ
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま

L
た。

そ
れ
に
よ
る
と
、
五
十
四
年
度
区

長
会
運
営
費
予
算
は
、
五
十
万
一
一
一
千

二
百
八
十
五
円
で
、
前
年
度
よ
り
二

百
二
十
一
二
万
三
千
六
十
一
円
少
字
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
減
少
の
理
由

は
、
前
年
度
は
研
修
(
旅
行
)
を
行

う
年
に
当
っ
て
い
て
、
そ
の
経
費
が

計
上
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
今
年
度

は
こ
れ
を
行
わ
な
い
た
め
。

ま
た
、
区
長
会
努
力
目
標
に
は
、

次
の
四
件
が
か
か
げ
ら
れ
ま
し
た
。

⑨
町
財
政
の
基
盤
を
な
す
町
税
、
有

線
、
上
水
道
使
用
料
、
国
民
年
金

保
険
料
な
ど
の
完
納
達
成
の
た
め
、

地
医
組
織
の
強
化
を
は
か
る
と
と

も
に
、
完
納
意
欲
の
向
上
に
努
め
る
。

@
肱
川
上
流
に
む
い
て
、
清
掃
美
化

を
実
施
す
る
よ
う
、
関
係
市
町
村

に
強
く
要
請
す
る
。

⑥
健
康
で
豊
か
な
美
し
い
町
守
つ
く
り

に
、
町
民
み
ん
な
が
参
加
で
き
る

よ
う
、
衛
生
思
想
の
普
及
と
啓
も

う
に
努
め
る
。

⑥
正
し
げ
い
歩
行
、
正
し
い
運
転
に
よ

り
、
町
民
総
ぐ
る
み
で
事
故
ゼ
ロ

を
期
し
、
犠
牲
者
の
絶
無
に
努
力

す
る
。

海
か
ら
上
が
り
、
ゆ
っ
く
り
休
み
な
が = z 

z 
E 
冨

歪

= 

室

E 
Z 

E 

= 
芸
E 

= 
妄
言
言

亘

霊
室
主

主

= 

ら
海
水
浴
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
に
は
当
然
加
入
す
る
は
ず

だ
っ
た
の
に
、
一
時
の
思
い
違
い
や
、

経
済
上
の
都
合
な
ど
で
加
入
で
き
な
か

っ
た
方
に
、
最
後
の
加
入
の
チ
ャ
ン
ス

が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
る
の
は

明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま

れ
た
方
で
、
国
民
年
金
に
中
」
然
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
方
で
す
。

任
意
加
入
の
方
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
方
は
、
去
年
の
七
月
一

日
か
ら
来
年
の
六
月
三
十
日
ま
で
の
間

に
、
加
入
の
手
続
き
を
済
ま
せ
、
滞
納

し
て
い
た
保
険
料
を
納
め
れ
ば
、
加
入

者
と
な
れ
ま
す
。

滞
納
保
険
料
は
、
一

か
月
に
つ
き
四
千
円
の

割
刊
に
納
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
資
格
を
満
た
せ
な
い

人
は
、
引
者
続
き
保
険

料
を
納
め
で
ゆ
く
と
、

老
齢
年
金
の
受
給
資
格
が
認
め
ら
れ
ま

す。
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
年
金
係
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ゃ
診
察

も

o

合

よ

と

す

け

力

つ

ま

助

協

も

り

液

ご

で

な

血

中

く

の

す

年

な

愛

で

I

少

「

」

は

が

は

聞

く

-

夏

血

月

月

し

献

7

い

ろ

夏は
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今
年
か
ら
毎
年
五
月
第
三
臼
曜
日
は
口

「
清
掃
の
日
」
。
第
一
回
目
は
や
や
不
ぞ
]

ろ
い
の
地
区
も
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
い

も

犬

半

が

実

施

。

こ

の

夏

の

蚊

や

ハ

エ

[

の
発
生
防
止
に
も
効
果
が
期
待
で
き
そ

ス
ノ
。

ルポ・わだい

「
清
掃
の
日
」

大
半
が
実
施

，三一一一
q
h
b
一一一一一二
1
s
u
q
-
一二一一一三吉
S
二一一一一二-一長凸晶一一一一一一二一一ミ
N
F
C
一二止
N
S
一二一一二三止奇品一一一~一

安
C

J

之
、
官
、

す

〉

と

ち

で

羽

と

什

d
o
-
-
-県
下
で
唯
一
、
日
本
で
最
ヘ
寄
贈
。
と
こ
ろ
が
こ
の
モ
サ
、

会
時
間
ひ

U
U

小
の
わ
が
長
浜
水
族
館
に
、
ウ
ワ
狭
い
水
そ
う
に
入
れ
ら
れ
て
ゴ
キ
附

盛
ヲ

m

ッ
と
驚
く
ば
か
り
の
大
魚
が
お
目
ゲ
ン
な
な
め
な
の
か
、
今
、
だ
に
絶

J

見
え
、
一
番
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。
食
中
。
館
長
も
「
広
報
紙
に
紹
介

一
年
前
に
一
誕

μy

そ
の
大
魚
こ
と
、
体
長
一
・
一
二
七
す
る
ま
で
生
き
と
る
か
な
あ
一
と
句

生
し
た
白
滝
茶

d

L

j

ト
ヘ
体
重
五
・
五
キ
ロ
、
胴
回
り
首
を
か
し
げ
て
見
通
し
不
安
。

道

愛

好

会

は

山

r

l

毎

週

盛

会

。

会

附

竺

升

ピ

ン

ほ

ど

の

大

ア

ナ

入

制

υ

/

O

「
こ
ん
な
大
き
い
の
は
均

ー
ふ
川
コ
。
人
呼
ん
で
「
ア
ナ
ゴ
ン
」

O
J
H穆
普
通
な
ら
ょ
う
つ
り
上
げ
ん
川

員
も
徐
々
に

J

;

;

'

;

、

A
t
o
-
-
-五
月

六

日

。

肱

川

河

が

、

つ

り

上

げ

て

く

れ

と

い

抑

え
て
十
五
人
。

γ

口
か
ら
約
四
キ
ロ
沖
に
仕
掛

L
L

わ
ん
ば
か
り
に
、
ふ
し
ぎ
に
ぽ

い

ず

れ

も

女

性

。

川

ザ

庁

也

F

V

4
l

け
た
黒
田
築
地
の
中
川
浮
雄
ヂ
常
一
に
軽
々
上
が
り
ょ
っ
た
」
と
ミ

二
十
歳
代
か

1

叫

さ

ん

(

四

二

)

の

、

エ

ナ

ワ

シ

一

の

う

こ

と

。

な

の

に

ア

ナ

ゴ

九

州

七

十

歳

代

ま

で

川

}

〉

ノ

仲

山

な

っ
た
c

ハ
リ
を
飲
み
イ
ar

小
拝
殿
、
こ
の
人
間
様
の
子
厚
い

と

層

も

広

々

。

切

「
身
も
心
も
引
き
締
ま
り
、
と
て
も
充
実
刷
込
ん
で
も
が
い
て
い
る
仲
間
サ
猶
も
て
な
し
の
ど
こ
が
気
に
入
明

を
ガ
ブ
リ
と
共
、
、

y
w信
丸
ら
な
い
の
か
:
・
。

の

ひ

と

と

き

で

す

。

次

回

が
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…

人
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と
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別
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0
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目

出

運
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h

h

h

h

4

一よ、対富一三一~一一一一一ミ、た

口
とごくろうさんと口

救急艦が退任口
口

口

口

口

口

口

口

月し足ん
十てとの青
二きし紋島
日たで急、土也
、医七医区
老療年療の
朽救聞のみ
の急活海な
た艇躍のき
め
退ひ
f壬ま
。わ

同り
用船に怠後のれ寄県七和艇 n

O をは対の。た贈か年四はが
活:魚、策急今もさらに十昭六

口口口口口口口口口口口口口口口口

!) 

」毎日て6

築
地
沿
線
は

行
花
通
り
ω

名
付
け
て
H

築
地
花
通
り
U

と
で
も

言
お
う
か
。
黒
田
築
地
の
沿
線
約
三
百

引
は
、
こ
の
と
こ
ろ
げ
い
ろ
い
ろ
な
花
が

植
え
ら
れ
、
道
ゆ
く
人
の
足
を
留
め
て

い
る
。
沿
線
に
住
む
人
た
ち
が
日
ご
ろ

丹
精
込
め
て
育
て
て
い
る
た
ま
も
の
。



3人を課長補佐に昇格

長
浜
町
職
員
の
人
事
異
動
を
六
月
一

日
付
け
で
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
者
は
総
数
で
四
十
三
人
。

内
訳
は
課
長
級
二
人
、
課
長
補
佐
級
九

人
、
係
長
お
よ
び
主
事
級
十
一
人
、
書

記
お
よ
び
書
記
補
級
二
十
一
人
。
こ
の

う
ち
課
長
級
の
二
人
、
課
長
補
佐
級
の

二
人
、
係
長
お
よ
び
主
事
級
の
三
人
は

職
名
だ
け
の
変
更
。
ま
た
、
士
一
人
が
昇

格
異
動
し
て
い
ま
す
。

二
宮
町
長
は
、
今
回
の
異
動
に
つ
い

て
「
小
数
精
鋭
、
能
力
第
一
主
義
を
ポ

← 7 

イ
ン
ト
と
し
た
。
ま
た
、
職
員
個
々
の

能
力
が
、
さ
ら
に
開
発
で
き
る
よ
う
、
ま

た
、
職
員
聞
の
和
と
連
帯
に
よ
る
行
政

効
果
が
さ
ら
に
期
待
で
き
る
職
員
構
成

に
重
点
を
置
い
た
し
と
述
べ
て
い
ま
す
。

四
月
に
課
長
級
の
異
動
を
行
い
、
五

月
に
新
し
い
助
役
、
収
入
役
、
教
育
長

{
課
長
級
]
総
務
課
主
幹
兼
課
長
補

佐
友
沢
敏
(
総
務
課
主
幹
)
マ
農
林
水

産
課
長
兼
土
地
改
良
区
事
務
局
長
久
保

弘
(
農
林
水
産
課
長
)

{
課
長
補
佐
級
}
住
民
課
長
補
佐
兼

福
祉
施
設
係
長
O
木
下
保
利
(
建
設

課
公
共
係
長
)
マ
衛
生
課
長
補
佐
兼

衛
生
係
長
渡
辺
敬
(
総
務
課
長
補
佐
兼

文
書
係
長
)
マ
衛
生
課
長
補
佐
兼
環
境

係
長
矢
野
克
(
住
民
課
長
補
佐
兼
施
設

係
長
)

V
農
林
水
産
課
長
補
佐
O
中
目

立
円
(
農
林
水
産
課
農
地
係
長
)
マ
振
興

課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
仲
田
源
一
(
建

設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
)

V
建
設
課

長
補
佐
兼
港
務
所
長
大
元
宗
一
(
ぶ
道

課
長
補
佐
兼
庶
務
・
工
業
用
水
道
係
長
)

マ
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
。
藤
沢

豊
彦
(
建
設
課
庶
務
係
長
)
マ
水
道
課

長
補
佐
兼
庶
務
工
業
用
水
道
係
長
久
保

博
道
(
農
林
水
産
課
長
補
佐
兼
土
地
改

良
係
長
)
マ
教
育
委
員
会
教
育
課
長
補

今
の
季
節
で

す
と
、
写
真
の

よ
う
じ
葉
だ
け

で
す
。
見
つ
け
し
だ
い
抜
き
取
る
か
、

刈
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
。
セ

イ
タ
カ
は
ぜ
ん
そ
く
、
血
膜
炎
、
鼻
炎

な
ど
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
い
わ
れ
る

ほ
か
、
繁
殖
力
が
ι
お
う
盛
で
他
の
野
草

を
絶
や
し
て
し
ま
い
ま
す
。

が
決
ま
り
、
六
月
に
一
般
職
員
の
異
動

を
終
え
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
で
二
宮

町
政
の
新
し
い
態
勢
が
、
す
べ
て
整
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

六
月
一
日
付
け
で
異
動
し
た
職
員
は

次
の
通
り
0

(

)

内
は
旧
任
。

C
は
昇

格。佐
兼
社
会
教
育
係
長
山
崎
一
義
(
商
工

開
発
課
長
補
佐
兼
商
工
係
長
)

{
係
長
お
よ
び
主
事
級
}
総
務
課
技

術
専
門
員
窪
憲
一
(
総
務
課
公
車
管
埋

係
長
)
マ
総
務
課
技
術
専
門
員
大
野
泰

俊
(
総
務
課
有
線
係
長
)
マ
総
務
課
文

書
係
長
平
見
朝
子
(
住
民
課
年
金
係
長
)

V
税
務
課
収
納
係
長
大
野
勇
(
住
民
課

老
人
ホ
l
ム
白
山
園
長
補
佐
)
マ
住
民

課
老
人
ホ
ー
ム
白
山
園
長
補
佐
隠
岐
能

法
(
教
育
委
員
会
教
育
課
社
会
教
育
係

長
)
マ
住
民
課
国
民
年
金
係
長
西
田
孝

(
税
務
課
収
納
係
長
)

V
衛
生
課
技
術

専
門
員
兼
ご
み
焼
却
場
、
火
葬
場
主
任

藤
本
富
雄
(
建
設
課
港
湾
係
長
兼
港
務

所
長
)
マ
農
林
水
産
課
農
地
係
長
兼
農

業
委
員
会
書
記
笹
本
栄
一
(
衛
生
課
環

境
係
長
)

V
農
林
水
産
課
主
事
平
田
豊

子
(
教
育
委
員
会
教
育
課
主
事
)
マ
振

興
課
商
工
係
長
下
回
健
二
二
賄
工
開
発

課
開
発
係
長
)
マ
建
設
課
公
共
土
木
係

表
彰
本
来
事

五後Eif士
月:語~y~ 日5

i f養護
し、 反£量二三 Jl 

松た調書官~

出立霊感X
Z七臣室-
fξ ~~孟k註王
苦言 宮ミ~.. ~芸誌

県で坊さむ
民

長
中
野
健
蔵
(
衛
生
課
ご
み
焼
却
場
、

火
葬
場
、
一
上
任
)

{
書
記
お
よ
び
書
記
補
級
}
総
務
課

久
保
美
恵
子
(
住
民
課
)
マ
総
務
課
上

地
未
子
(
議
会
事
務
局
)
マ
税
務
課
久

保
文
章
(
教
育
委
員
会
豊
茂
公
民
館
兼

豊
茂
連
絡
所
)
マ
住
民
課
大
本
み
つ
子

(
農
林
水
産
課
)

V
住
民
課
老
人
ホ
ー

ム
白
山
国
橋
本
曇
弓
(
総
務
課
)

V
住

民
課
井
上
裕
重
(
商
工
開
発
課
)
マ
衛

生
課
浦
上
恵
美
子
(
建
設
課
)

V
衛
生

課
小
林
土
口
安
(
水
道
課
)
マ
農
林
水
産

課
日
肝
敏
子
(
総
務
課
)
マ
農
林
水
産

課
一
宮
義
道
(
衛
生
課
)

V
振
興
課
西

岡
敏
博
(
教
育
委
員
会
出
海
公
民
館
兼

出
海
連
絡
所
)

V

振
興
課
西
山
健
市

(
衛
生
課
)
マ
振
興
課
吉
田
明
美
(
住

民
課
)
マ
建
設
課
宮
下
紀
久
重
(
住
民

課
老
人
ホ
l
ム
白
山
園
)
マ
建
設
課
清

水
俊
二
二
水
道
課
)

V
水
道
課
重
松
直

博
(
総
務
課
)
マ
水
道
課
窪
清
一
(
衛

生
課
)

V
教
育
委
員
会
教
育
課
清
ぷ
早

苗
(
教
育
委
員
会
長
浜
中
学
校
)

V
教

育
委
員
会
出
海
公
民
館
兼
出
海
連
絡
所

垣
見
正
士
山
(
建
設
課
)
マ
教
育
委
員
会

豊
茂
公
民
館
兼
豊
茂
連
絡
所
菊
地
英
夫

(
税
務
課
)
マ
議
会
事
務
局
三
秋
レ
イ

子
(
商
工
開
発
課
)

館
で
開
催
さ
れ
た
愛
媛
県
し
い
た
け
共

進
会
に
、
町
内
の
生
産
者
も
多
数
が
出

品
。
そ
の
結
果
、
農
林
大
臣
賞
を
含
む

十
て
一
点
が
入
賞
。
一
等
賞
以
下
は
、
尾

崎
健
三
県
森
林
組
合
連
合
会
長
代
理
か

ら
表
彰
さ
れ
ま

L
た。

入
賞
者
は
次
の
通
り
。

一
一
般
も
の
一
一
二
等
賞
H
H
上
回
虎
雄

(
豊
茂
)
マ
奨
励
賞
H
H
上
回
諭
(
豊
茂
)

マ
努
力
賞
H
H
久
保
要
子
、
中
野
冨
加
(
い

ず
れ
も
戒
川
)
徳
山
峰
子
(
柴
)

{
箱
も
の
}
一
等
賞

1
上
回
虎
雄
(
豊

茂
)
マ
努
力
賞
H

村
上
興
-
(
櫛
生
)

鈴
木
佳
昭
…
(
出
海
)
上
回
論
、
大
成
淳

(
い
ず
れ
も
豊
茂
)
徳
田
平
八
郎
(
戒

川
)
徳
山
峰
子
(
柴
)

{
一
は
た
木
育
成
の
部
}
農
林
大
臣
賞

l
大
成
立
功
(
豊
茂
)

町
連
合
青
年
団

ソ

フ

ト

は

大

和

卓
球
は
出
海
が
優
勝

青
年
団
の
五
十
四
年
度
ソ
フ
ト
、
卓

球
大
会
が
、
小
雨
日
よ
り
の
五
月
十
三

日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
町
内
の
七
つ
の
団
チ
l
ム

が
出
場
。
熱
戦
の
結
果
、
次
の
通
り
の

成
績
と
な
り
、
菊
地
敏
行
町
教
育
委
員

長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

{
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
}
優
勝

1
大
和
マ

準
優
勝

1
出
海
マ
二
一
位

l
櫛
生

{
卓
球
]
優
勝
H
H
出
海
マ
準
優
勝

1

長
浜
マ
三
位
H
H
豊
茂

ソ
フ
ト
郡
で
準
優
優
勝
し
た
チ
ー

ム
は
、
六
月
三
日
河
辺
中
学
校
で
開
催

さ
れ
た
郡
大
会
に
出
場
。
ソ
フ
ト
は
準

優
勝
、
卓
球
は
三
位
に
入
賞
し
、
菊
地

敏
行
郡
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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憲

博

宣

童

庁園田~

宮

田

居
門

土

町長

助役

収入役

園田園本

孝

ん
必
修
勿
O
Mグ
ク

経
幼
勿
徴

課

長

森

主
幹
兼
課
長
補
佐
友
沢

課

長

補

佐

高

橋

(
庶
務
消
防
係
)

(

兼

)

係

長

高

橋

亮

/

技

術

専

門

員

窪

憲

一

J

技

師

四

本

幸

雄

日

ヲ

投

手

成

田

信

重

書

記

都

築

住

江
土

地

末

子

書

記

補

戎

徹

婦
人
交
通
指
導
員
稲
垣
美
恵
子

嘱

託

神

内

百

合

子

(
企
画
財
政
係
)

ノ

係

長

山

本

勝

延

吃

白

書

記

上

川

慶

信

(
管
財
係
)

係

長

叶

本

正

書

記

友

沢

あ

つ

子

(
文
書
係
)

ジ

係

長

平

見

朝

子

主

事

横

道

里

見

書

記

城

戸

広

美

、J

書

記

補

藤

岡

章

男

(
広
報
有
線
係
)

係

長

山

下

国

広

技

術

専

門

員

大

野

泰

俊

主

事

仙

波

久

枝

投

手

都

築

小

寓
久
保
美
恵
子

技

手

補

三

一

浦

直

重

菊

地

直

美

ιmmzgr 

成
税

oz務
勿
課
砂

4
M
m
Z移ク今

課

長

〆
課
長
柄
佐

石池
住上

武昭
俊夫

勇
初
子

口
説
級
初
タ
タ
γ

多
緩
徐
待
ソ

課

長

酒

井

義

馬

課

長

補

佐

木

下

保

利

(
福
祉
施
設
係
)

(

兼

)

係

長

木

下

(
福
祉
係
)

係

長

書

記

書

記

補

栄

養

士
(
年
金
係
)

係

長

書

記(
住
民
係
)

係

長

書

記

物
… 

矢渡 /J'修宇大城亀中
野辺)11 句~?根本戸出野

/ やみ
すつ茂
子子利稔夫

亮敏議

(
住
民
税
係
)

(

兼

)

係

長

記

住

書

記

吉

田

小
丙

(
固
定
資
産
税
係
)

/

係

長

山

下

書

記

新

田

久
保

(
収
納
係
)

係

長

書

記クι， 

課課

。言
佐長

貫 i白;武
人俊

道
夫
文
章

t良橋大
木本野

f呆
利

山
根
カ
ヨ
子

久
深
田
健
市

井

上

裕

重

清

水

康

則

大

橋

京

子

松西
本田

孝
治
子克敬平

(
衛
生
係
)

(
兼
)
係
長

書

記

補

看

護

婦

保

健

婦
(
国
保
係
)

係

長

書

記(
環
境
係
)

(

兼

)

係

長

矢

野

克

書

記

久

保

博

日

日

'
4ん
勿

G
U勿
汐
山
/
シ
/

ん百一

zz
帥
，
水
産
課
一
ψ

J
Z勿
忽
努
ノ

課

長

久

保

弘

課

長

補

佐

波

多

野

進

中

間

正

目

(
林
業
@
水
産
係
)

(

兼

)

係

長

波

多

野

進

主

事

平

凶

豊

子

書

記

三

秋

敦

司

(
農
業
係
)

係

長

上

満

治

縫

書

記

宇

都

宮

芳

文

(
農
林
施
設
係
)

係

長

山

根

勇

一

書

記

二

宮

正

昭

(
国
土
調
査
係
)

係

長

上

聞

富

喜

男

書

記

植

杉

岳

志

一

宮

義

道

(
悶
緑
地
係
)

係

長

笹

本

栄

一

書

記

日

野

敏

子

診
務
d
w

d
勿多/，

課

長

'Hホ

課

長

補

佐

宮

田
仲
出

渡

辺

敬

小
林
士
目
安

石
本
紀
美
下

一
向
和
子

原

間

雅

子

政

所

友

邦

浦
卜
‘
恵
美
子

j原猛芳
一義信

遁診

ノづ!手

後診

察町
豊宗 JJ邦
主主一一彦

佐
々
木
晋
一

中

野

健

蔵

森

川

純

行

菊
地
洋
一

森
内
雄
二
郎

山

本

安

広

岡

田

好

光

楠

野

茂

利

稲

回

宏

中

田

圭

助

努
務

gw

ゑ
鉱
労
〆

長

上

川

万

敏

(
企
画
係
)

(
兼
)
係
長

書

記(
商
工
係
)

係

長

書

記

補
(
調
整
係
)

(
兼
)
係
長

書

記

課課

ク需
佐長

(
管
理
係
)

(
兼
)
係
長

書

記

投

手(
建
築
係
)

(
兼
)
係
長

(
工
務
係
)

係

長

技

師

投

手ゐ。
f支
ク手。

梢

室

西j7Lj出 f中
山同中国

世主敏宏源
市博幸一

下
回
大
本
吉
田

H刀昭健
美裕三

言十猛
邦義

藤大丸上
沢元山田

藤

沢

豊

彦

宮
下
紀
久
重

清
水
俊
一
二

丸
山

寿

宮

岡

亀

古

大

国

尚

子

私
物
物
ダ

J
d
勿
ゑ
ラ
ノ

課

長

真

鍋

典

秋

課

長

補

佐

久

保

博

道

(
庶
務
・
工
業
用
水
道
係
)

(

兼

)

係

長

久

保

博

道

書

記

松

本

伊

代

子重
一
松
直
博

投

手

補

窪

清

一

(
工
務
係
)

係

長

技

手

書

記
書

記

草

川

勝

義

坂

東

敏

幸

矢
野
上
和
雄

私
ゑ
協
級
協
汐
グ

4
4偽物

d
必
修
線
級
循
努
ッ

教

育

長

二

宮

義

徳

課

長

石

丸

英

雄

課

長

補

佐

山

崎

一

義

山

本

辰

雄

(
総
務
係
)

係

長

和

田

正

義

(
学
校
教
育
係
)

(

兼

)

係

長

山

本

辰

雄

書

記

清

水

平

苗

(
社
会
教
育
係
)

(

兼

)

係

長

山

崎

一

義

主

事

菊

地

邦

求
松

岡

陽

規

嘱

託

高

左

潔

藤

枝

虞

美

ソ
印
私
幼

U
Z汐
グ
ン

庁
議
会
事
務
E
珂バ
V

J
ぷ

dm移
努
仏
γ
/〆

長

日

田

稲

生

記

三

秋

レ

イ

子

書局
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(
豊
茂
連
絡
所
)

(

兼

)

主

任

菊

地

(
白
滝
連
絡
所
)

(

兼

)

主

任

滝

内

先

戸斤 f呆主所技 保主所技 保守主所 ユ~ ~ 
H ， ，:兼兼兼兼 ム

遍クククク 保有 クク 住面 ククウクウ 原主任裏パ王福王亘王福至言従守
護 母母長喜子 日長喜子 母母長震後ゑ :111任量級ゑ

育 育 育幼月以 i 絡絡絡連勿精妙
所 理I 、理 所後多 i 所所所絡後~
F業主自童話盟主主主量産L日間昨日下物F日)宣)忠)空車物P

とさ栄 ク栄 千みス美一 i 多 '//// 

朝直よと津清幸 ミ裕美五弘美 満邦厚恵幸ね幸ミ智 : 正 喜 隆
了美子子美子チ チ子子月子滋 子子子子子子+CJ子 i一 志 男 志

保主所技保主所技 {呆主所講a 1呆主所技 保主 i書 国園
任 ( 任 ( ノノ 任 (了田ク f 任 ( クク f壬 i 長 ρぅ，

J長妻子母霊長妻子/」長率2 ノJ長選手 母E;EU 署長局
保灘 保 保 i 兼協，/Y//，
育 保 育 育 j 生勿脇

町田理泉組事院士山理主22日長引業主言葉;まlii毒物
み ギ美ゴ美本 佳邑理 i 員'

悦典ち越民房 友ン枝卜 智智幸律恒俊 直玉智令節徳 冨代宰悦慧 i真龍
子子子子子子 江子子エ 子子子子子子 江子代子子美 枝子子子子 i弓法

英
夫智

園出官留壇画置.... 

調

E里。。
員

恭
子

看

護

婦

主
任
寮
母

寮

母

平
田
由
美
子

大

野

良

子

清

水

藤

子

富
岡
ト
シ
コ

一
宮
ト
モ
エ

清

水

愛

子

松

本

和

重

上
回
ミ
ド
リ

山
中
イ
チ
エ

永
木
喜
美
子

段
級

4/W

d
g多
句

(
今
坊
隣
保
館
)

主

事

村

上

隆

志

(
櫛
生
隣
保
館
)

主

事

山

本

多

喜

男

h

。
ん
ゑ
勿
勿
勿
勿
勿
移

g
y

U
1
社
会
信
祉
協
議
4
E
日(日出・雪山川

/
ぷ
汐
み
弘
幼
勿
ゑ
勿
サ
ム
マ

書

記

補

一

藤

& & 

調主

ク理詰ク

員理
員

豊

。/必膨タ

線
級
勿
編
物

(
青
島
診
療
所
)

看

護

婦

赤

丸

恵

子

(
櫛
生
診
療
所
)

看

護

婦

高

田

美

香

(
出
海
診
療
所
)

看

護

婦

宝

生

房

子

(
豊
茂
診
療
所
)

看

護

婦

坂

田

嘉

代

(
白
滝
診
療
所
)

看

護

婦

平

田

美

佐

子

像
彩
級
協
タ

J
b偽
物
J/

技
術
専
門
員
兼
主
任
藤
本
富
雄

投

手

松

石

之

道

嘱

託

矢

野

覚

男

ぷ心。

補長後

一後多
:E jifル
修宗

ん
も
形

m
m
m
p

d
勿
物
物
後
勾

(
長
浜
小
学
校
)

用

務

員

寺

坂

(
長
浜
中
学
校
)

用

務

員

坂

井

英

雄

(
長
浜
中
学
校
寄
宿
舎
)

寮

母

菊

地

郁

子

調

理

員

中

谷

ト

リ

エ

松
本
イ
ツ
ミ

臨

時

雇

西

宮

登

美

人
ん
後
勿
多
グ

ゑ
物
ダ
今

(
今
坊
公
民
館
)

(

兼

)

主

事

村

上

隆

志

(
櫛
生
公
民
館
)

(
兼
)
主
事
山
本
多
喜
男

(
出
海
公
民
館
)

主

事

垣

見

正

志

(
大
和
公
民
館
)

主

事

久

井

一

(
豊
茂
公
民
館
)

主

事

菊

地

英

夫

(
白
滝
公
民
館
)

主

事

滝

内

仁

，
ん
級
彰
uvy

経
絡
グ
姻
吻

嘱

託

木

村

カ

ツ

エ

~
ん
の
ゑ
勿
タ
/

タ
タ
織
物
W
細
川
V

主

任

平

田

友

幸

嘱

託

三

石

む

め

志

i前
千

す
こ
し
づ
〉
降
間

絶
ね
ば
つ
も
る
雪

白
楽
斎

出
海
の
西
、
小
高
い
山
の
項
に
金
比
羅

社
が
建
て
ら
れ
、
急
傾
斜
の
石
段
が
二

1

百
一
一
一
段
。
二
十

1
三
十
段
上
る

肝
ご
と
に
両
側
に
約
三
十
五
七
員
、

回
目
F
石
高
さ
七
・
八
十
み
位
の
立
石
が

L

立
あ
り
、
周
囲
に
俳
句
と
作
者
、

のF

文
化
、
文
政
、
天
保
の
年
が
刻

臨
ま
れ
て
い
る
い
や
者
名
は
白
楽

比
斎
、
歌
遊
、
芳
午
、
そ
の
う
ち

金
歌
遊
と
芳
午
は
当
時
の
俳
書
に

間
見
え
る
。
出
海
の
宝
銭
寺
、
喜

J
叫
I
J

じ
よ
う
し
よ
ラ
じ

-
E

木
の
常
昌
寺
の
墓
ゃ
く
り
出
し

を
見
る
と
、
三
人
は
二
宮
家
で
あ
り
、

西
川
屋
、
泉
屋
と
号
し
、
出
海
か
ら
喜

木
へ
移
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
俳
句
は

-
一
十
三
旬
。
以
前
は
三
十
四
句
も
読
め

た
と
い
う
が
EEE---o

三
人
の
う
ち
歌
遊

は
金
比
羅
詣
で
の
一
歩
講
の
世
話
役
を

し
て
い
た
が
、
郷
里
の
金
比
羅
へ
も
立

石
、
燈
籍
、
狛
犬
な
ど
を
奉
献
し
た
。

芳
午
は
後
京
都
ヘ
出
て
天
才
的
俳
人
と

し
て
活
躍
し
た
。
県
内
で
は
珍
し
く
、

町
有
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定
し
た

い
も
の
で
あ
る
。
(
町
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
・
久
保
七
郎
)

前筆
跡
も
み
ご
と
な
立
石
俳
句
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大
気
汚
染
は
、
水
質
汚
濁
と
と
も
に
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
、
人
の
健
康
と
生
活
環

境
に
忍
彰
一
訟
を
お
よ
ぼ
す
も
の
で
す
。
お
も
に
、
工
場
、
背
中
祭
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
硫

黄
酸
化
物
、
出
車
素
酸
化
物
、
ば
い
じ
ん
、
粉
じ
ん
、
自
動
章
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
酸
化

炭
素
、
窒
素
酸
化
物
、
炭
化
水
素
な
ど
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
町
に
も
こ
れ
ら
大
気
汚
染
源
が
あ
る
た
め
、
硫
黄
霞
化
物
、
浮
遊
紛
じ
ん
、

降
下
ば
い
じ
ん
の
訓
制
定
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
前
号
の
水
質
汚
濁
謂
査
結
果
報
告
に
続
き
、
本
国
一
勺
で
は
、
大
気
汚
染
調
査

結
果
を
報
告
し
ま
す
。

な
お
、
状
況
を
少
し
で
も
分
か
り
ゃ
す
く
す
る
た
め
、
県
発
行
の
白
書
「
五
十
三
年

版
・
愛
媛
の
公
害
」
も
参
考
に
し
ま
し
た
。

み

てそ
、れ
そそい
のれ
結の
論調
か査
ら結

ニ酸'1t:鉛法測定による硫黄酸化物濃度の経年変化 先果
(47~53年度) にを

述ま
汚染度第 1度 ベと

/軽微な汚染¥;まめ
V すで

0.5mg SU3/day/lOOcrr1Pbu2 1.0 

一一(参考h
i 図の見かた ! 

年平均自i'i

!(月語石町耳石直):

1. 0~2.0 を

汚染度第 2度

普通度の汚染

時|

|目間|

一一…一一一一単

と
、
長
浜
町
の
大

気
の
汚
染
は
、
調

査
を
開
始
し
た
と

き
の
状
態
よ
り
進

行
し
て
お
ら
ず
、

県
下
で
も
汚
染
度
の
低
い
地
域
に
あ
る

と
い
え
主
す
。

0.02 O.Olppm 

図1片山内観…一藤仁川一捜仲畑一物別

ほ
ほf導
横塁
ば法
~ ¥-_. 

三
酸
化
鉛
法
J

下
陣
気
味

硫
黄
酸
化
物
の
測

定
は
、
導
電
率
法
と

二
酸
化
鉛
法
の
二
つ

の
方
法
で
行
っ
て
い

ま
す
。

各
一
度
だ
け
基
準
オ
ー
バ
ー

(PPb) 
30 

図3

2.ü~3.0 を

汚染魔第3度

中等度の汚染

3.0~4.0 を

汚染度第4度

やや高度の汚染

圃-0---四

回目ベ〉ーー

---0-ーー
回ー園田ー0-一
田圃0-

-0一回

田

長
浜
小
学
校

圃
導
電
率
法
に

よ
る
測
定
結
果

4.0~5.0 を

汚染度第5度

高度の汚染

導
電
率
法
に
よ
る
硫
黄
酸
化
物
の
測

定
は
、
長
浜
町
港
務
所
屋
上
、
黒
田
集

会
所
と
下
須
戒
の
下
平
集
会
所
の
近
く

-0---= 

『四ー-0-ーーー
ー---0ー』曲目

岨ー0・ー
岨-0-ー四ー園田ーー

ーーーー.()..ーーーー圃
一ー四〈トーー一一

ーベ〉ー

ーーー-0-ーーー
ー-0-田・

-0-

--0-

戒

白

j竜

20 

52 
(年度)

51 50 49 48 47 
。

ー
の
三
か
所
で
四
十
八
年
九
月
か
ら
、

今
坊
の
橋
立
(
県
設
置
)
で
凹
十
九
年

六
月
か
ら
、
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

五
十
三
一
年
度
ま
で
の
測
定
結
果
を
み

て
み
ま
す
と
、
環
境
基
準
値
の
一
時
間

値
0
・一

P
P
M
を
超
え
た
時
間
は
、

ま
っ
た
く
な
く
、
ま
た
、
環
境
基
準
の

長
期
評
価
に
よ
る
日
平
均
値

0
・
O
四

P
P
M
を
超
え
た
臼
は
、
測
定
開
始
直

後
の
四
十
八
年
十
一
月
に
、
港
務
所
と

黒
田
の
測
定
点
で
、
一
日
あ
っ
た
だ
け

で
、
そ
の
後
は
、
ま
っ
た
く
な
く
、
環

境
基
準
の
適
合
率
は
一

0
0
%と
な
っ

て
い
ま
す
。

各
測
定
点
で
の
年
平
均
値
の
経
年
変

化
は
図
1
の
通
り
で
す
c

こ
れ
に
よ
る

と
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
で
、
測
定
開

始
い
ら
い
、
硫
黄
酸
化
物
に
よ
る
大
気

汚
染
は
進
ん
?
い
な
い
と
い
え
ま
す
c

ま
た
、
こ
れ
を
五
十
二
年
度
ま
で
の

県
内
各
地
の
状
態
と
比
較
す
る
と
、
図
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一一一一
降下ばいじんの経年変化

(デボ、ジットゲージ法)

図5

一一γ一一一一 l 

50 51 52 
(年度)

49 48 47 

[fJ 

0 
ω 
回

"" '-... 
出
ド4

o 
Cコ

色0.5
5 
N 

年
平
均
値 0.1

黒田

長浜小学校

47 53 
f年度)

10'" (トン/凶/)1) 図6 地区別降下ばいじんの経年変化
ム (デボジットゲ ジ法)

47 

52 51 50 49 48 

5 

。

2
の
通
り
で
す
。

圏
二
酸
化
鉛
法
に
よ
る

測
定
結
果

二
酸
化
鉛
法
に
よ
る
硫
黄
酸
化
物
の

測
定
は
、
今
坊
の
橋
立
、
黒
田
、
長
浜

小
学
校
、
沖
浦
、
下
須
戒
、
白
滝
の

六
か
所
で
、
四
十
七
年
度
か
ら
行
っ
て

き
て
い
ま
す
。

各
測
定
点
で
の
測
定
結
果
は
、
図
3

の
通
り
で
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
四
十

八
年
四
月
に
黒
田
で

0
・
六
二
を
記
録

し
て
、
汚
染
度
第
一
度

(
0
・
五

1
一

・
0
)
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
、

そ
れ
以
外
は
、
す
べ
て
汚
染
度
第
一
度

以
下
で
あ
り
、
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。

年
平
均
値
の
経
年
の
変
化
を
み
て
み

る
と
、
会
測
点
で
下
降
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を
県
内
各
地
の
状

態
と
比
較
し
て
み
る
と
、
図
4
の
通
り

で
、
長
浜
は
汚
染
度
の
も
っ
と
も
低
い

向

降
下
ば
い
じ
ん
の
測
定

は
黒
問
と
長
浜
小
学
校

の
二
か
所
で
、
四
十
七
年

度
か
ら
「
行
っ
て
き
て
い
ま

す。
各
測
定
点
で
の
年
平
均

値
の
経
年
変
化
を
み
る
と
、

図
5
の
通
り
で
、
下
降
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
を
県
内
各
地
の
状
態

と
比
較
し
て
み
ま
す
と
、

図
6
の
通
り
で
す
。
こ
こ

で
松
山
や
新
居
浜
な
ど
と

変化
(mg!rrf ) 

52 
(年度)

横務;
lま遊:
い:麟:
状
態務

51 50 49 48 

。

地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
程
度
で
あ
る
の
は
、
臼
然
環
境
に
よ

る
ホ
コ
リ
、
潮
風
な
ど
が
大
き
な
要
因

で
あ
り
、
工
場
な
ど
の
特
定
発
生
源
か

ら
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
c

• 

(トン/knf/月)
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低図状まりの ま六月黒物導
い B 態たで経各 f月か回の電浮
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で通上じこ横変定 ら、下定法粉
すり較ればイヒ点 、橋平とにじ
。でしをいはで 行立で同ょん
、て県状、の っても四様るの
長み内態図年 て四十、硫測
浜る各で 7干 き十八港黄定
町と地すの均 で九年務酸は
は、の。通値 い年九所イヒ
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昭和田年7月号圃臨置図

た
と
え
ば
、
交
通

事
故
で
被
害
を
受
け

た
の
に
加
害
者
は
処

罰
さ
れ
な
か
っ
た
|

ー
ー
つ
ま
り
警
察
や

険
察
庁
で
調
べ
を
し

た
が
、
不
起
訴
処
分

に
な
っ
て
し
ま
っ
た

I
l
l
-
と
う
し
て
も

納
得
で
き
な
い
|
|

で
も
、
こ
れ
を
だ

れ
に
、
ど
う
し
て
も

ら
っ
た
ら
よ
い
か
分

か
ら
な
い
。

こ
ん
な
と
き
は
検

察
審
査
会
へ
こ
相
談

く
だ
さ
い
の

も
ち
ろ
ん
交
通
事

故
だ
け
で
な
く
、
詐
欺
と
か
窃
盗
、
お

ど
し
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
犯
罪
に
つ
い

て
も
同
様
で
す
c

費
用
は
い
っ
さ
い
不
要
で
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
気
軽
く
相
談
し
ま
し
ょ

の不満は三参

謀検察審査会ヘ

〈室こぎ巴

広報ながはま

0 
校 i長
ヘピ浜正式
。デ七 1、i
オ区
デの

ツ石
キヰf
ー恭
4二、
<=1 

をさ
大/し

和五
ソ1i.--r ._ 

お子さんの

遊び場は?

事故がふえとい

ます。線路内へは

ぜったいに入らせ

ないようにしまし

よ 70

〉つノ。
大
洲
検
察
審
査
会
は
大
洲
市
大
洲
八

四
五
、
松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
部
内

(
電
話
大
洲

l
O八
九
二
一
ト
四
二

O

一
八
)
に
あ
り
ま
す
。

一r--..、 l 企土
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浜
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婚
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属

時

年

齢

増

本

惇

之

(

二

三

)

村
上
千
恵
子
(
二
一
)

児

玉

康

(

二

ι
一

合

田

川
H

代
(
一
一
五
)

世
ノ
上
寛
(
今
一
九
)

成

井

典

子

勺

二

一

」

¥

豊

茂

北

岡

誠

/

小

田

町

上

岡

浮

子

ヘ

上

老

松

池

田

公

誠

/

内

子

町

徳

森

恵

子

ヘ

戒

川

久

保

亘

六

一

/
八
幡
浜
市
前
田
息
子

¥

山

泌

石

山

悦

弘

-

J

i

 

/

肝

村

町

舟

本

稔

子

¥

沖

浦

上

中

昭

彦

/

戒

川

松

田

と

も

こ

¥
沖
浦
小
川
開

/

沖

浦

高

崎

¥
ド
須
戒
山
本

/

長

浜

川

本

¥

沖

浦

菊

地

/
犬
洲
市
八
島

¥

柴

三

秋

/
大
洲
市
井
上

ブての四七凶七 -0一七工L一三二七六 λん

悦雑居it1変 i瓦安里文
子義七千宰美!長了一男

誕
生
お
め
で
と

5
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

須

沢

一

内

凶

敏

博

長

男

慎

也

下

須

戒

中

見

時

男

長

男

洋

稔

下

須

戒

山

本

正

長

男

篤

長

浜

影

山

繁

長

労

徹

白

滝

佐

野

順

一

長

女

絵

里

加

長

浜

重

松

直

博

二

男

治

彦

人
7

坊

後

藤

隆

男

長

女

委

員

沖

浦

山

下

茂

長

男

裕

嗣

下
須
戒

ド
-A成

長

浜

長

浜

中本永富村
田回目 J~

三転 I正干守
好稔一久

二
次
こ
ず
え

A

一
聞
け

U
U
A
M

長

女

端

穂

長
女
佳
奈
子

く
や

!I 

長 上仁長長出長櫛臼今 黒長住
柴老 柴
浜 松久干l~ ?J~ 海浜生 j竜土方 田浜所

5 
f怠白村山逼久水竹谷坂矢谷政 111 月
間石橋比刊{呆沼内井石間淵所 11氏居
タ モクイ精 カア 出
マ サト久二ヨ源一(育法ホサ博名分
ヨ理ヲ了ー子ヱコ市民1;行 H百)vコ賢 ( 

敬
~_"--"，_，，，，__~~，----...，，--....，，--....ー~~，~ --~，~死称
七七八六七八八六八八三仁 li三亡略
六六七一四 -0二九六 C 八八五時)
'----"''---../-..__..-~----'~''-.，._...-''---'"ー--___" -_ "- "---' ----年

齢

家庭@地域から

倉欠
i阜う酉
放運

匡撃
しー
よ
つ

編

集

後

記

本
ハ
庁
は
、
恒
例
の
町
職
員
録
や
犬
気
調

査
結
果
報
告
の
掲
載
に
よ
り
、
前
口
可
に

同
じ
く
十
二
ペ
ー
ジ
で
お
届
け
し
ま
す
c

。

表
紙
「
夢
を
え
が
く
」
は
、
と
り
あ
ノ

え
ず
は
児
童
生
徒
の
夢
か
ら
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
が
、
一
般
の
み
な
さ
ん
も

ぜ
ひ
参
加
項
き
と
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

。

「
今
月
の
芦
」
は
、
紹
介
で
き
る
声
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
た
め
、
本
号
は
お

休
み
し
ま
し
た
。

。

い
よ
い
よ
長
浜
の
夏
の
到
来
で
す
ね
。

海
や
山
へ
出
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
が
、
警
察
署
か
ら
の
品
目
較
に
よ
る

と
、
水
の
事
故
に
限
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ

な
遊
び
に
よ
る
昨
年
中
の
県
下
の
子
供

の
死
亡
者
法
、
二
十
六
人
で
、
交
通
事

故
に
よ
る
も
の
の
一
・
二
倍
と
い
う
こ

と
で
す
。
み
ん
な
が
気
を
つ
け
合
っ
て
、

明
一
包
い
亙
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をコくり、人口をふやしましょう

ヨ

7 H 16臼は 1月16日とともに 己

陪]魔詣(えんまもうで)の日。

そんな日があったのか? とn 三
をひねる人が多いかも知れぬが、

ミペサミ入りとといえば分かりが早

いだろう A昔、商家では官民に

年 2回閣魔様を拝むために休暇 :ー
を与えた。週休 2U制ならぬ年

イ木 2H制だ。ボーナスの代りに
閲覧様のあ、さい銭とわずかばか

りの小遺銭が与えられる。それ

でうまいものを食う者もあれぽ、

|歳前後の丁稚 Lでっち)は親

の必見に帰ってその小遣を親に

渡して孝行する者もあったA 思

春期にi乏した行troの中には昼飯
も食わず、ひだる腹でた准び、をし す

でふらふらと幽霊のような祁好

で帰ってくるものもあ)たとい = 

う。時代がまるきり違うといえ ち

[まそれまでだが、庖員にご利主rt 主
あらたかな神様や仏様のお参り と
はさせずに、悪いことをしない

よう i二、 J怠りないようにと、あ

の世 CM.艮を光らせている閣魔大

王を持ま;だけに休日夜を与えたと

いう商人塊だけは、今日にも通 =ー

ピているようにJEうA 大商人、中

商人、小尚人、企業家を含めて経

済活動を d一るからには、当り前 ー;

ではもうからぬのは当然。そこて、

子段と努力が用いられるのだが、三

主文学の方科ェにみたいに確実な色 三

のが、果してこの進んだといわ

れる現代社会にあるのだろうか

と、ぞ二に首をかしげたくなる。

6月 1日現在 前月との比較

13，124人 11人減
人口 (男 6，zm) (州なし)

女自，847人 11人減

3，902世帯 i 世帯数 9 l止併増

幡?


